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＜連絡事項＞
・看護計画の見直しについて
　毎月看護計画の評価を行っていますが、転倒転落評価の結果、高リスクの患者様については転倒に関しても看護計画に追加をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～本日、コロナワクチン予防接種（3回目、オミクロン株）実施。
・中村　恵子様～息子様から3/18（土）9：00の退院希望あり。主治医へ確認し退院日時の許可を受けた為、初外来について調整中です。
・神田　直樹様～今週も4日間デイケアの体験利用予定です。
　　　　　　　　17日（金）15：00からケア会議実施予定となっています。

＜週間予定＞
3/13（月）神田　直樹様　外出：デイケア体験　9：30～16：00※昼食帰院
　　　　　太田　富夫様　外出：GHスタッフ付き添い　10：00～12：00
　　　　　下妻　康貴様　外出：GH見学　　　　14：30～16：30（スタッフ・SW付き添い）
3/14（火）神田　直樹様　外出：デイケア体験　9：30～11：30
3/15（水）神田　直樹様　外出：デイケア体験　9：30～16：00※昼食帰院
3/16（木）定期心電図 
神田　直樹様　外出：デイケア体験　　　　12：30～16：00 
　　　　　太田　富夫様　外出：GHスタッフ付き添い　14：00～16：00
　　　　　松田　健　様　面会：地域生活定着支援センター　14：00～
3/17（金）神田　直樹様　ケア会議（内科診察室）　　15：00～
＜要注目患者様＞
・小豆畑　裕介様～幻聴に左右され独語見られるが、他者への攻撃性は無い。幻聴である自覚はあり、「惑わされない様にします」と現実検討は出来ている。表情の硬さは見られるが対応は穏やか。
・向井　敦子様～前屈姿勢で病棟内移動するが、歩行の不安定さなし。適度な他者交流見られており、逸脱行動や妄想に左右された言動はなく経過。
・滝田　英人様～船場Dr来棟時、滝田様の最近のバイタル変動と心電図の結果を確認して頂く。3/1から薬剤調整しており、その後から背部痛の訴えが聞かれている事、今までも薬剤調整後に不調を訴える傾向が見られる事も併せて報告する。
心電図上は心房細動見られるが、3か月前の心電図では目立った以上なく、採血の結果も特に問題となる所見なし。本人も独語しながら歩行可能な状態であり、不調時に一時的に心房細動出現が予想されると説明あり。    現在は様子観察で良いと思われるが、1ヶ月後に再度心電図検査施行を検討するよう説明受ける。
独語しながら徘徊見られているが、不調の訴えなし。血圧も低値となることはなく、脈拍のリズム不整も見られない。
・高橋　義明様～入浴の声掛けをした途端、私物をトイレに持込み、個室に鍵をかけて立てこもっている。外から鍵を開けて中を確認。床にしゃがみ込んでおり、何をしているのか質問。「いや、何でもないんですけど・・・」と言葉に詰まる。私物を部屋に置き入浴する様説明に、「あ-・・・、はい」と移動する。
＜菅野Ｄｒ診察情報＞
・上村　みわ様～全身の疼痛訴えあるが、日課は自力で行えている。尿漏れの訴えは持続しているが、処方は同内容継続。
・滝田　英人様～今日は背中の苦しい感じはないが、苦しい時には「念で殺そうとしている」と訴える。考えすぎであるか質問し、思い過ごしであることを説明受けている。次回4/10に再度心電図検査予定としていることを本人へ説明。内服は変更せず経過観察となる。
・中川原　義雄様～不調の訴えなし。退院について「家族に反対されている」と訴える。物忘れはあるが日課への大きな支障はなく、苛々の様子も見られない。処方は同内容継続。
・出河　攻様～生活面特変なく、精神面も落ち着いて過ごすことができている。困っていることを質問されると、「退院」と返答。処方は同内容継続。
・松田　健様～納付通知書が届いているが、期限は3/15の為支払い困難。生活面で困った事はなく、食事・睡眠もとれている。処方同内容継続。
＜グループミーティング評価・検討＞
1G：司会、書記の立候補は積極的でスムーズに決定。
進行や各内容についてはスタッフの援助を要す。
困っていることに関しては、自分自身の日常生活をふり返りが不十分な様子で、特に問題視している様子はみられず。
便秘傾向・腰痛改善に向けての簡単な体操・マッサージを増やしていけると良いと思う。
2G：書記を引き受けた神田様が5分で退席。その後の状態を観察経過としている。
　　下妻様は、スムーズにする為の動作のポイントを、「他者が原因」「他者のマイナス点」ばかり考え、自己のふり返りはない。
　　困っている症状に合わせたとレーニン部を実施してみる。

3G：全体的に積極的に発言が聞かれている。
　　自分自身が困っていることに関しても、生活をふり返り相談することができている。やや、話がそれたり、的外れな発言が聞かれるが最後まで意欲的。
　　目標に見合ったセルフケアに関する実践が取り入れられると良い。
4G：現状に不安や不満はない様子。退院の生活についても、何とかなると考えている様子が印象的。
